
概要：日本では３時間積算降水量200mmを超える集中 

豪雨がしばしば観測され，過酷な地滑りや洪水をもたら 

す．そのような事例は主に，日本語で「線状降水帯」と 

名付けられた準停滞線状降水システムによってもたらさ 

れる．線状降水帯は次々と発生する発達した対流セルが 

列をなした，組織化した積乱雲群によって，数時間にわ 

たってほぼ同じ場所を通過または停滞することで作り出 

される，線状に伸びる長さ50〜300 km程度，幅20〜50  
km程度の強い降水をともなう雨域として定義される． 

線状降水帯の形成過程としては主に，暖湿流がほぼ停滞 

している局地前線に流入することで，対流セルが前線上で同 

時に発生する破線型と，下層風の風上側に新しい対流セルが 

繰り返し発生し，既存のセルと線状に組織化するバックビルディング型の２つに分類される． 

 本研究では，線状の降水システムについての過去研究のレビューに加えて，線状降水帯の
数値モデルによる再現性および線状降水帯の発生しやすい条件について調査した．2014年8
月20日の広島豪雨の事例（図１）では，対流セルの形成・発達過程をおおよそ再現できる少
なくとも水平解像度2kmが再現には必要であったが，その内部構造を正確に再現するには水
平解像度250～500mが必要であった．2㎞のモデルは10時間前の初期値を用いることで広島
の事例を量的に再現したが，予想された最大積算降水量は初期時刻が線状降水帯の発生時刻
に近づくにつれてかなり減少した．この減少は過度の下層乾燥空気の流入が新たな積乱雲群
が発生する領域を移動させたためであった． 

 線状降水帯を診断的に予測するために，線状降水帯の発生しやすい条件を過去の集中豪雨
事例における大気環境場から統計的に構築した．500m高度データをベースに判断する下層水
蒸気場を代表して，（１）大量の水蒸気フラックス量（> 150 g m-2 s-1） と自由対流高度ま
での距離が短いこと（< 1000 m）の２つの条件を選択した．ほかの４つとして，（３）中層
（500hPaと700hPaの相対湿度が高い（> 60 %），（４） 

ストームに相対的なヘリシティで判断する大きな鉛直シ 

ア（> 100 m2 s-2），（５）総観スケール（700hPaで空 

間400 km平均）の上昇流場で判断する上昇流域と（６） 

700～850hPaに度々みられる暖気移流を除外するための 

平衡高度が3000m以上の条件を選択した． 

日時：2020年12月9日(水) 17:50～   
会場：オンライン （右QRコードにより事前登録をお願いします） 

講師：加藤輝之 氏 (気象庁 気象大学校 教頭) 

演題： 

気象大学校卒業，気象研究所主
任研究官，室長，筑波大学大学
院生命環境科学研究科助教授
（併任），准教授（併任），教
授(併任），気象庁数値予報モ
デル開発推進官，観測システム
運用室長等を経て，現在，気象
大学校教頭． 

第４８回環境気象学コロキウム 

  下記の通り，第48回環境気象学コロキウムを開催致します．今回の話題提供者は，近年注
目を集めている線状降水帯の研究で有名な気象大学校教頭の加藤輝之先生です．学部1年
生から大学院生まで気象学・気象予報士に興味をお持ちの方は，ぜひご参加ください．                                  

                                    入退室自由です !!  

加藤輝之 氏近影 

 図１ 線状降水帯の発生過程とその構造（2014年8月19日広  

   島での大雨の例） 


